




















































Mothers’ attitudes and behaviors toward their child in college: The relationship 








































































































































を測定する Brennan, C1ark, & Shaver （1998）の
「親密な対人関係体験尺度（ECR）」をもとに中尾・
加藤（2004）が作成した，一般化された他者を想
定 し 回 答 さ せ る 愛 着 ス タ イ ル 尺 度 で あ る。
Brennan et al. （2004）は ECR を開発するにあた





































































































































番号 項目内容 因子Ⅰ 因子Ⅱ 因子Ⅲ 因子Ⅳ 因子Ⅴ
29 子どもが自分から相談してくるのを待てない .686 .110 .144 .207 .197
23 子どもが失敗しないようにあれこれ指示する .669 .341 .257 .188 .127
21 子どもに親の価値観を押し付ける .642 .031 .288 .262 .256
24 子どもが失敗したら，自分のことのようにうろたえる .635 .413 .317 .03　 -.072
17 子どものすることに手を出してしまう .633 .159 .213 .078 .141
25 子どもの行動を常に把握していないと気が済まない .583 .245 .371 .361 -.011
28 就寝や起床，食事などの生活習慣に口を出す .545 .086 .014 .117 .203
18 子どもに自分自身のことを任せることはできない .537 -.008 .504 .235 .116
27 子どもの服や日用品を準備する .533 .188 .150 -.233 .038
10 子どもの小遣いの使い方を指示する .499 .090 .095 .358 .330
26 子どもの勉強スケジュールについて口を出す .495 .240 .392 .226 .086
48 子どものためなら，自分を犠牲にできる .215 .801 -.278 -.079 .134
47 子どものためなら，どんなことでもする .209 .739 -.152 .032 -.040
38 子どもは私の全てである .089 .705 .217 .340 -.064
49 子どものためなら，たいていのことは我慢できる .033 .660 -.002 -.093 .237
1 子どもと一緒にいる時が一番幸せである .011 .549 .006 .226 -.069
39 子どものことに一所懸命だ .086 .534 .169 .239 .106
33 子どもが反抗すると，落胆する .362 .528 .115 .278 -.095
46 母親であることが，自分の存在価値である .327 .470 .142 .085 .189
51 将来，子どもの婚活をサポートするつもりだ .393 .408 .106 .356 .245
52 子ども部屋あるいは子どもが住んでいる貸家（アパート）を掃除する .128 .398 .116 .112. 214
16 子供は頼りなく感じる .193 -.175 .749 .023 .226
15 子どもは，何事かあれば自分で立ち直るのは難しいと思う .158 .063 .712 .158 .094
12 子どもはまだまだ「子ども」だと思う .011 .166 .646 .100 .206
19 子どもを大人として扱うことは難しい .293 .002 .613 .264 .146
22 子どものことを子ども自身で決めさせるのは難しい .305 -.004 .597 .195 .352
11 子どもが自分のことに責任をとれるか心配だ .311 -.036 .577 .114 -.007
14 子どもの行動がとても心配である .368 .211 .505 .213. 141
35 子どもの帰宅時間が遅いと注意する .023 .079 .244 .730 .227
36 子どもが帰宅するまで，心配でたまらない .287 .415 .125 .595 -.023
37 子どものことはすべて知っておきたい .287 .393 .279 .579 .140
50 子どものアルバイト先は，自分の目で確かめておきたい .446 .121 -.039 .479 .296
34 子どもの将来の就職先は，事前に自分の目で確かめておきたい .247 .314 .214 .475 .234
31 子どもの一日の行動を，常に把握するようにしている .294 .291 .341 .456 .131
32 外出先から連絡を入れえるように子どもにいう .169 .052 .114 .439 .248
40 子どもが失敗や間違いをすることは、親の責任である -.045 .375 .358 .403 .185
9 子どもの友人に好ましくない人物がいる場合，付き合いをやめるよう言う .056 .030 .081 .047 .649
13 子どもに干渉するのは，親として当然だ .008 .271 .418 -.032 .586
30 子どもの外出先が好ましくないと思ったら，行かないように言う .248 .102 .181 .295 .569
8 子どもの結婚については，親の考えに従わせる .397 -.045 .273 .208 .543
43 子どもに趣味が好ましくないと思ったら，意見する .127 .072 .263 .297 .541
7 子どもの交際相手に好感がもてない時は，付き合いをやめるように言う .199 .058 .032 .237 .521
20 子どもに口出しするのは親として当たり前だ .225 .350 .474 -.092 .517































Table 2　子どもに対する母親の意識・行動尺度下位尺度の男女別平均値と標準偏差および t 検定の結果
女子学生 男子学生
t 値
平均 SD 平均 SD
同一視 0.03 0.95 -0.81 0.92 0.39
役割没入 0.07 0.95 -0.14 0.99 0.86
子ども扱い 0.07 0.97 -0.16 0.86 1.02 
責任・管理 0.24 0.87 -0.52 0.81 3.60**





平均 SD 平均 SD
同一視 　0.04 1.00 -0.16 0.63 0.77
役割没入 -0.01 0.95 　0.03 1.03 -0.14
子ども扱い 　0.12 0.98 -0.45 0.58 2.21*
責任・管理 　0.04 0.96 -0.16 0.74 0.79





平均 SD 平均 SD 平均 SD
同一視 　0.14 0.93 -0.05 0.00 -0.42 0.88 　0.57
役割没入 　0.08 0.90 -0.01 0.91 -0.22 1.24 　0.59
子ども扱い -0.15 0.96 　0.08 0.84 　0.23 0.64 1.50
責任・管理 　0.11 1.05 -0.14 0.70 -0.22 0.75 1.07
干渉 　0.07 0.95 -0.04 0.79 　0.02 0.03 1.42






































































同一視 役割没入 子ども扱い 責任 ･ 管理 干渉
全体
見捨てられ不安 .39** 　.12  .25* 　.20 -.08
親密性回避 -.05　 　.05 .11 　.04 -.22
女子
見捨てられ不安 .41** 　.14  .31* 　.19 -.13
親密性回避 -.05　 -.08 .10 -.00 -.18
男子
見捨てられ不安 .38　 　.03 .08 　　.51* 　.09
親密性回避 -.04　 　.30 .17 　.25 -.30
*p<.05，**p<.01










































































（a）β : 標準偏回帰係数　（b）R2: 決定係数　（c）ΔR2: 決定係数の変化量　*p<.05　**p<.01



















































































R2=.146, ns.; 役割没入：R2=.095, ns.; 子ども扱い：
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Title: Mothers’ attitudes and behaviors toward their child in 
college: The relationship between mothers’ attitudes and 
behaviors and their attachment style
Noriko UMEMOTO・Takahiro HISAZAKI
　  This study developed a scale for measuring mothers’ attitudes and behaviors toward their child in 
college and then examined how mothers’ two factors in attachment style, “anxiety” and “avoidance”, 
predicted their own attitudes and behaviors toward their child in college. Factor analysis of 43 items 
in the scale showed that there were five factors: “identification”, “devotion to the role of mother”, 
“treatment as a child”, “responsibility and control”, and “interference”. Hierarchical multiple regression 
analysis of the mothers’ data which were separated by their child’s gender showed some results as 
follows: (1) Anxiety positively predicted identification in the mothers with a daughter in college; (2) 
Anxiety negatively predicted interference in the mothers of higher avoidance with a daughter in 
college; (3) Anxiety positively predicted responsibility and control in the mothers with a son in college. 
These results suggest that mothers with high anxiety tend to identify their child as themselves and 
to take responsibility for and control their child’s behavior and life, which would hamper their child’s 
effort to become independent.
Key words: mother, child in college, becoming independent, attachment, anxiety of abandonment
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